
被爆80年、 2025年を核兵器のない世界、非核平和の日本への転換の年に

２０２５年３・１ビキニデー
日本原水協全国集会

全体集会

：ジョゼフ・ガーソン（平和・軍縮・共通安全保障キャンペーン共同議長）
：イ・ジュンキュ（韓神大学客員研究員）
：土田弥生（日本原水協事務局次長）
：アバッカ･アンジャイン･マディソン（元上院議員／ロンゲラップ島民代表）

アメリカ・韓国・日本のパネリストとともに、核兵器禁止条約
第 3回締約国会議での「核抑止力」論批判に応えて核保有国と
核依存国でのたたかいの前進を目指します。

２27 14:00（開場 13:00）-16:30
国際交流会議

13:00（開場 12:00）-15:00
会場／グランシップ静岡 中ホール・大地

オンライン
配 信 あ り

イ・ジュンキュ
さん さん

ジョゼフ・ガーソン
さん

パネリスト

土田弥生

■ 被爆 80年・被爆者の訴え
■ 基調報告
　安井正和　事務局長
■ 政府代表メッセージ
■ 海外代表の発言 
　　アメリカ、韓国
■ 核兵器禁止条約への
　　日本の参加めざして―
 「非核日本キャンペーン」を
国民運動に！草の根の運動交流

全国のとりくみを持ち寄ろう！

集まろう

トランプ再選、

核大国アメリカ
で

いま何が⁉

「戒厳令」から大統領逮捕！北朝鮮、韓国日本は⁉

会場／グランシップ静岡 11F 会議ホール・風
テーマ
核兵器のない世界、
被爆８０年からＮＰＴ再検討会議へ

◇
◇
◇
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アメリカ
韓 国
日 本
マーシャル

２28
署名共同
よびかけ人 和田靜香さん
「本当に小さな力ですし、頼りもないですが、
語り継いでいくこと、そして核兵器禁止条約に
署名・批准しろと貧困や非正規など別の問題で
つながっている私たちがそのつながりの中で
広げていきたいと、いますごく思っています」

( ライター）

連帯あいさつ

スペイン
フランス

日本原水協と日本被団協は、1月15日から 27日まで
スペイン、フランスを訪問。集会では、訪問団からの
報告と、両国の反核平和団体スペインからマリベル・
エルナンデス・サンチェスさん、そしてフランスから
ロラン･ニベさんからのメッセージを紹介します。

マリベル・エルナンデス・サンチェス

報告とメッセージ

【プログラム】

1月22日「禁止条約参加署名共同提出（第５次）のつどい」でのあいさつ

全国の
草の根の運動
あつまれ～！

被爆者の
声を

みんなの
声に

署名に
とりくもう！

静岡で
語ろう！

さん

さん

見逃せない見逃せない

ロラン･ニベ さん



◇ 主催者挨拶
　菊池　仁
 ( 静岡県労働組合評議会議長 )
◇ 来賓挨拶
   中野 弘道 (焼津市長 )
   金本 弘 (日本原水爆被害者団体協議会代表理事 )
◇ 主催者報告　
   高草木 博
 ( 世界大会実行委員会 運営委員会共同代表 )

長崎・黒い雨被害者の被爆者認定を

◇　被爆80年、核なき世界、核兵器禁止条約の促進、非核平和のアジア・太平洋を
◇　大軍拡・日米軍事同盟強化反対、核兵器禁止条約に参加する日本を
◇　ビキニ水爆実験被災71年、すべての被害者の救済を

 主催／原水爆禁止世界大会実行委員会、被災71年2025年３・１ビキ二デー静岡県実行委員会

会場／焼津市文化センター 大ホール

３・１ビキニデー集会
被災７１年２０２５年

第 1部

第 2部31 13:00（開場 12:00）-15:30 オンライン
配 信 あ り

特別企画

合唱 「海に生きたあなたよ」
「原爆を許すまじ」

「核の被害の全容解明、
　補償と救済、核兵器の全面禁止を求めて」

コーディネーター： 野口邦和（運営委員会共同代表）

◇ 海外代表との交流
◇ 核兵器禁止条約に参加する日本の実現を
    非核日本キャンペーン、日本の草の根からの発言

長崎からの報告

ビキニ事件

マーシャルからの報告

太平洋の被害の全容解明と補償を

マグロ漁船被害者の全面救済を求めて
高知の運動

野口 邦和（コーディネーター）

アバッカ･アンジャイン･マディソン

◇ 焼津アピール  焼津から世界へ発信

（元上院議員／ロンゲラップ島民代表）

全国の
草の根の運動
あつまれ～！

高草木 博

菊池　仁 中野 弘道

  金本 弘
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アバッカ･アンジャイン･マディソン
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焼津に
集まろう！

地元の
高校生たちと
うたごえのみなさん

【問合せ先】

原水爆禁止世界大会実行委員会 6035


